



















































日本では、1931年に国立公園法（1931年 4月 1日法律第 36号）が制定され、1934年 3月に日本で最初の
国立公園として雲仙、霧島、瀬戸内海の 3公園が指定された。現在、日本の国立公園は、30地域で、総面積
は約 209万 haで、1これは日本の国土面積の約 5.5％を占めている。国立公園の土地所有 2は、国有地 129万







長野県、岐阜県の 4県をまたがり、面積は 17万 4,323haである（表 1-1）。中部山岳国立公園内の土地所
有は、国有地 15万 5,222ha（89.0％）、公有地 5,164ha（3.0％）、私有地 13,937ha（8.0％）である。環境省所管
地は 140.4ha、中部山岳国立公園全体の 0.1％未満 3 4と少なく、国有地の大部分は、林野庁所轄の国有林野で
ある。
日本の国立公園の利用者数は、1971年は 3億 360万人、1991年は 4億 1,596万人となった。しかし、1991
年を境に減少し、2009年は 3億 4,356万人となり減少している（図 1-1）。2010年の利用者数は富士箱根伊豆
国立公園が 1億 1,250万人、次に瀬戸内海国立公園が 4,061万人、そして中部山岳国立公園は 917万人となり
30地域の国立公園の中で利用者数は 10番目に多い。中部山岳国立公園の利用者数は、1971年は 705万人だっ
たが、利用者数は増加し 1996年は 1,362万人となったものの、その後減少し 2009年は 929万人の利用者数が
あった（図 1-2）。
1　 2012年 3月末日時点。
2　 2012月 4月 1日時点。
3　 2011年 5月 20日、環境省自然環境局国立公園課Ｃ氏による文書での回答による。






















る登山道しかなく、両登山道とも片道 2日かかり、もし 1往復した場合は 4日間、天気が崩れた場合は 5、6
日間かかった 11。1946年から 7年間、山小屋経営者Ａは谷全域を歩き回り、山小屋を建てるために街から 1
日で登れる道のルートを決めるために調査に費やす 12。1953年から着工し、自費でダイナマイトを使って道
をつけ 1956年に伊藤新道を完成 13させた。伊藤新道開通に当時の金額で約 200万円、吊り橋等の改善に 200
万円を投下した 14が、現在は伊藤新道からの登山者は少ない。
伊藤新道を開通させた山小屋経営者Ａは、水晶小屋の再建、雲ノ平山荘の新設、黒部五郎小舎の建設に取






























　6　 「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，4頁を参照。
　7　 富山営林署は、1999年 3月 1日に富山森林管理署に組織変更された。
　8　 「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，4頁を参照。
　9　 「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，5頁を参照。




14　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
15　 「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，6頁を参照。
16　 「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，7頁を参照。
17　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
18　三俣小屋の名称は、三俣山荘に改めた。
19　「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，8頁を参照。
19　「1991年（行ウ）第 5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年 4月 8日，8頁を参照。





山小屋は、表 1-3の簡易宿所営業に該当し、2009年 3月末時点で簡易宿所数は 2万 3,050施設ある。山小屋
のうち、宿泊料を受けて人を宿泊させる営業をしている場合は旅館業法の範囲になるが、宿泊料を受けて人を
宿泊させる営業ではない山小屋の場合は、旅館業法の範囲外になる 23。したがって、全ての山小屋が旅館業に








し 27、ヘリコプターは 1度で三俣山荘、雲ノ平山荘、水晶小屋の 3ヶ所の山小屋をまわり輸送する 28。往復 30








23　 2011年 6月 6日、厚生労働省健康局生活衛生課Ｄ氏によるメールでの回答による。
24　 2011年 6月 6日、厚生労働省健康局生活衛生課Ｄ氏によるメールでの回答による。
25　 北アルプス　三俣山荘・雲ノ平山荘・水晶小屋・湯俣山荘公式サイトを参照。
　　三俣山荘の定員 70名、雲ノ平山荘の定員 70名、水晶小屋の定員 30名
26　 2010年 11月 14日、2010年三俣山荘従業員Ｅ氏へのヒアリングによる。
27　 2010年 11月 14日、2010年三俣山荘従業員Ｅ氏へのヒアリングによる。
28　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
29　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
30　 2010年 8月 23日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
31　 重量により金額は異なる。
















写真 1-1：三俣山荘と登山者 写真 1-2：売店
注：三俣山荘
（2010 年 8 月 18 日筆者撮影）
注：三俣山荘
（2010 年 8 月 29 日筆者撮影）
写真 1-3：植物保護のロープ 写真 1-4：木道
注：雲ノ平山荘周辺
（2008 年 8 月 12 日筆者撮影）
注：雲ノ平山荘周辺


















写真 1-5：宿泊者用寝室 写真 1-6：三俣山荘の洗面
注：三俣山荘
（2010 年 8 月 29 日筆者撮影）
注：三俣山荘
（2011 年 8 月 18 日筆者撮影）
表 1-4：2011 年三俣山荘料金表（単位：円）











39　 1985年から 1989年の受診者数は、「 陳述書（山小屋経営者Ａ）」1992年 7月 17日 ,55頁 -56頁を参照。
40　 2011年 5月 21日、2007年から 2010年の受診者数は、三俣診療班Ｇ氏、Ｈ氏からのメールでの回答による。
41　 2011年 8月 27日、2011年の受診者数は、三俣診療班Ｇ氏、Ｈ氏からのメールでの回答による。
42　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
43　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
44　 2011年 5月 21日、三俣診療班Ｇ氏、Ｈ氏からのメールでの回答による。
45　 三俣診療班ホームページを参照。
46　 2011年 8月 27日、三俣診療班Ｇ氏、Ｈ氏からのメールでの回答による。
47　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
48　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。
49　 2011年 3月 25日、山小屋経営者Ａ氏へのヒアリングによる。






として、三俣診療班が 1964年から毎年 7月 20日頃から 8月 20日頃 38まで登山者への救護措置を行っており、
1985年は 114名、1986年は 100名、1987年は 116名、1988年は 79名、1989年は 104名 39、2007年は 152名、
2008年は 87名、2009年は 64名、2010年は 66名、2011年は 83名であった 40 41。
登山者の治療、救護措置のための施設の建設や補修に係るものは全て山小屋経営者Ａが負担 42し、岡山大
学医学部と香川大学医学部の三俣診療班参加者は、自費で三俣山荘へ来て 43活動を行っている。現在、登山
者への診料と薬代は無料である 44。2011年は、三俣診療班参加者は 7班に分かれ 45、医師 20名、看護師 5名、





























は 0.3％、20～ 29歳は 30.0％、30～ 39歳は 35.4％、40～ 49歳は 20.7％、50～ 59歳は 9.6％、60～ 69歳は
3.2％、70歳以上は 0.7％である。一方、インターネット・アンケート会社が擁する会員 1万名に対して回答者
数 7,041件中、53.4％が男性、46.6％が女性である。このうち、19歳以下は 2.7％、20～ 29歳は 33％、30～
39歳は 42.2％、40～ 49歳は 16.8％、50～ 59歳は 4.1％、60～ 69％が 1.2％、70歳以上は 0.1％であった。
　山小屋の施設・設備について環境省ホームページ上での回答では、さらに充実させてほしい 25.5％、現状の
ままでよい 62.7％、もっと少なくてよい 9.6％、国立公園の中に必要ない 2.2％という回答が出ている。一方、
インターネット・アンケート会社が擁する会員の回答では、さらに充実させてほしい 33.1％、現状のままでよ






















































・ Spence, David, Mark, 1999, Dispossessing the Wilderness: Indian Removal and the Making of the National Parks, New York: 
Oxford University Press.
訴訟記録
・「陳述書（山小屋経営者Ａ）」1992年7月17日.　
・「1991年（行ウ）第5号国有地使用不許可処分取消請求事件原告準備書面」1993年4月8日.
参考ホームページ
・環境省（最終アクセス：2013年5月11日）
　（http://www.env.go.jp/）
・北アルプス　三俣山荘・雲ノ平山荘・水晶小屋・湯俣山荘公式サイト
Hosei University Repository
220 
　（最終アクセス：2013年 4月 16日）
（http://kumonodaira.net/saiban.html）
・三俣診療班ホームページ（最終アクセス：2011年4月9日）
　（http://www.geocities.jp/team_mitsumata/index.html）
　
付記
　本稿は、筆者の修士論文『国立公園の管理と山小屋の役割 -中部山岳国立公園における山小屋の国有地使用
料をめぐる訴訟を事例として -』の一部を加筆訂正したものである。
　論文執筆にあたり、ご助言とご協力をいただいた方々に感謝申し上げる。
Hosei University Repository
